
広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号１６

九
郎
」
を

名
乗
っ
て

い
た
よ
う

で
す
。
注

目
す
べ
き

史
料
と
し

て
は
、
秋

田
城
下
の

家
臣
の
居

住
地
、
寺

社
の
所
在

地
の
書
上
帳
が
あ
り
ま
す
。
縦
９�
、
横

　
�
と
い
う
小
さ
な
帳
面
で
す
が
、
合
計

２２で
一
六
〇
〇
人
余
の
家
臣
名
と
寺
社
名
、

そ
の
居
住
地
の
町
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
南
秋
田
郡
広
山
田
村
大

字
楢
山
の
地
が
明
治
三
十
八
年
に
秋
田
市

に
編
入
さ
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
地
籍
図
は

縦
１
０
３�
、
横　
�
の
彩
色
図
で
、
区

５８

画
ご
と
に
地
番
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
乱
の
世
を
経
て
、
平
和
な
時
代
を
秋

田
で
過
ご
し
な
が
ら
、
由
緒
の
地
で
あ
る

常
陸
を
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
御
城
展
望
台
一
階
展

示
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
閲
覧
業

務
は
し
て
い
ま
せ
ん
）。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

�
　

－

１
４
５
０
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御
城
展
望
台
の
一

階
に
は
、
当
地
に
ゆ

か
り
の
あ
る
山
方
氏

の
子
孫
が
江
戸
時
代

に
秋
田
に
移
っ
て
か

ら
の
足
跡
を
記
録
し

た
史
料
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
六

十
三
年
に
御
城
展
望

台
が
作
ら
れ
た
の
を

記
念
し
て
、
山
方
氏

の
子
孫
の
方
々
（
山

方
啓
生
氏
・
定
和
氏
・
泰
久
氏
）
か
ら
寄

付
金
や
寄
託
史
料
が
当
時
の
山
方
町
に
寄

せ
ら
れ
実
現
し
た
も
の
で
す
。
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�
	

　

山
方
氏
の
常
陸
へ
の
定
着
は
、
応
永
十

四
（
一
四
〇
七
）
年
、
山
方
盛
利
が
、
幼

少
の
主
上
杉

竜
保
丸
の
付

人
と
し
て
来

国
し
た
の
が

始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。
以
後
山

方
氏
は
多
く

の
家
に
分
か

れ
、
主
家
佐

竹
氏
と
そ
の

支
族
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
い
つ
山
方
に
入
部
し
て
ど

の
よ
う
な
支
配
を
行
っ
た
の
か
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
、
佐
竹
氏
が

秋
田
へ
国
替
え
に
な
る
と
、
家
臣
た
ち
は

秋
田
へ
従
う
者
と
、
常
陸
に
土
着
す
る
者

と
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
山
方 
宗 そう

 
家 
は
八
代
（
一
説
に
七
代
） 
重  
泰 
が
当
主

け 

し
げ 
や
す

で
、
分
家
筋
十
余
家
と
と
も
に
秋
田
へ
随

行
し
ま
し
た
。
常
陸
に
残
っ
た
山
方
家
は

わ
ず
か
一
家
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
（
金
子
一
夫
「
山
方
と
山
方
氏
」『
山

方
の
歴
史
散
歩
』六
号
）。
秋
田
移
住
後
の

山
方
氏
宗
家
は
、
数
代
の
当
主
を
除
い
て

ほ
ぼ
代
々
、
国
老
（
家
老
）
や
寺
社
奉
行
、

評
定
奉
行
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
秋

田
佐
竹
藩
の
重
臣
と
い
え
ま
す
。
山
方
館

に
史
料
を
寄
託
さ
れ
て
い
る
の
は
、
秋
田

に
従
い
、
江
戸
時
代
を
秋
田
藩
士
と
し
て

生
き
た
複
数
の
分
家
の
う
ち
の
二
軒
の
山

方
家
で
す
。

 （
一
）
山
方
定
和
家
文
書

　

同
家
は
現
在
東
京
都
に
在
住
し
て
い
ま

す
。
寄
託
史
料
は
二
十
七
点
で
、
系
図
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
領
地
判
物
、 
裃 
の

か
み
し
も

拝
領
目
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
山
方
宗
家

七
代
（
一
説
に
六
代
）
の
治
部
左
衛
門
篤

定
の
甥
で
あ
る
定
忠
の
二
男
定
永
（
寛
永

十
一
年
（
一
六
三
四
）
生
）
が
秋
田
藩
二

代
藩
主
佐
竹
義
隆
に
仕
え
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
、
代
々
大
御
番
組
勤
め
で
し

た
。
こ
の
う
ち
定
永
か
ら
数
え
て
七
代
目

の 
源  
吾  
定  
師 
（
安
永
元
年
（
一
七
二
二
）

げ
ん 
ご 
さ
だ 
の
り

生
）
の
手
に
な
る
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
定
師
の
代
に
、
そ
れ
ま
で
の
先

祖
書
、
由
緒
書
を
整
理
し
な
お
し
た
ら
し

く
、
草
稿
も
含
め
る
と
五
冊
の
系
図
が

残
っ
て
い
ま
す
。
定
師
は
代
々
の
当
主
に

つ
い
て
の
伝
記
を
ま
と
め
た
「
山
方
氏
家

宝
記
」
と
い
う
書
物
も
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
月
の
御
用
始
の
際
に
、
政
務
所

で
藩
主
か
ら
賜
っ
た 
熨  
斗 
に
は
実
際
に
中

の 

し

に 
熨  
斗  
鮑 
が
入
っ
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い

の 

し 
あ
わ
び

ま
し
た
。
文
化
年
間
か
ら
天
保
年
間
の
も

の
ま
で
六

点
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ

年
月
日
と

下
賜
さ
れ

た
場
所
が

記
さ
れ
て

い
ま
す
。

 （
二
）
山
方
泰
久
家
文
書

　

同
家
は
現
在
福
島
市
に
在
住
、
寄
託
史

料
は
二
十
八
点
あ
り
ま
す
。

　

山
方
家
の
先
祖
に
つ
い
て
記
し
た
「
山

方
□
右
衛
門
四
男
分
流
系
図
」に
よ
れ
ば
、

山
方
泰
久
家
は
、
山
方
宗
家
八
代
（
一
説

に
七
代
） 
能  
登  
守 
重
泰
の
二
男
貞
直
の
四

の 
と
の 
か
み

男
泰
則
（
生
年
月
日
不
詳
）
に
始
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
代
藩
主
佐
竹
義
隆
に

坊
主
小
姓
と
し
て
仕
え
、
そ
の
後
は
大
御

番
組
勤
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

中
期
の
禄
高
は
十
一
石
二
斗
八
升
余
で
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
代
「々
清
之
進
」、 「
清

〈
参
考
文
献
〉
常
陸
太
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
佐

竹
家
臣
系
譜
』・『
秋
田
武
鑑
』・
金
子
一
夫
氏
に
よ
る

山
方
氏
の
諸
論
考
（『
山
方
町
の
歴
史
散
歩
』
一
〜
七

号
）
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▲御城展望台での展示

▲山方氏家宝記

▲広山田村大字楢山地籍図


